
雑説

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この文章の山は部分否定「常には有らず」、反語

「安くんぞ〜んや」、「食」「見」の読み分け、そして伯楽と千里の馬のたとえです。

あらすじ＝世に伯楽がいて、初めて千里の馬は千里の馬として世に知られる。千里の馬はいつの世にもいるが、伯楽はいつもいる

とは限らない。だから名馬も、身分の低い使用人に粗末に扱われ、並の馬と首を並べて馬小屋で死んでいく。千里の馬は一度に粟

一石も食べることがあるのに、飼い主はその力を知らず、ふさわしく飼わないので、力が出ず、並の馬ほどの働きさえできない。

それなのに飼い主はむちを手に「天下に馬はいない」と言う。ああ、本当に馬がいないのか。本当は馬を見分けられないのだ。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

世
（
よ
）
に
①

伯
楽
（
は
く
ら
く
）
有
（
あ
）
り
て
、
②

然
（
し
か
）
る
後
（
の
ち
）
に
千
里
（
せ
ん
り
）
の
馬
（
う
ま
）
有
り
。
千
里
の
馬
は
常

（
つ
ね
）
に
有
れ
ど
も
、
伯
楽
は
③

常
に
は
有
ら
ず
。
故
（
ゆ
ゑ
）
に
名
馬
（
め
い
ば
）
有
り
と
雖
（
い
へ
ど
）
も
、
④

祇
（
た
）
だ
奴
隷
人
（
ど

れ
い
じ
ん
）
の
手
（
て
）
に
辱
（
は
づ
か
し
）
め
ら
れ
、
槽
櫪
（
さ
う
れ
き
）
の
間
（
か
ん
）
に
⑤

駢
死
（
へ
ん
し
）
し
て
、
⑥

千
里
を
以
（
も
つ
）

て
称
（
し
よ
う
）
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
。

馬
の
千
里
な
る
者
（
も
の
）
は
、
一
食
（
い
つ
し
よ
く
）
に
或
（
あ
る
）
い
は
粟
（
ぞ
く
）
一
石
（
い
つ
せ
き
）
を
尽
（
つ
）
く
す
。
⑦

馬
を
食

（
か
）
ふ
者
は
、
其
（
そ
）
の
能
（
の
う
）
の
千
里
な
る
を
知
（
し
）
り
て
食
（
か
）
は
ざ
る
な
り
。
是
（
こ
）
の
馬
や
、
千
里
の
能
有
り
と
雖

も
、
⑧

食
（
し
よ
く
）
飽
（
あ
）
か
ざ
れ
ば
、
力
（
ち
か
ら
）
足
（
た
）
ら
ず
、
才
（
さ
い
）
の
美
（
び
）
外
（
そ
と
）
に
⑨

見
（
あ
ら
は
）
れ

ず
、
⑩

且
（
か
）
つ
常
（
つ
ね
）
の
馬
と
等
（
ひ
と
）
し
か
ら
ん
と
欲
（
ほ
つ
）
す
る
も
⑪

得
（
う
）
べ
か
ら
ず
、
⑫

安
（
い
づ
）
く
ん
ぞ
其
の
能

の
千
里
な
る
を
求
（
も
と
）
め
ん
や
。

之
（
こ
れ
）
を
策
（
む
ち
う
）
つ
に
⑬

其
の
道
（
み
ち
）
を
以
て
せ
ず
、
之
を
食
（
か
）
ふ
に
其
の
材
（
ざ
い
）
を
尽
く
す
能
（
あ
た
）
は
ず
、
⑭

之
に
鳴
（
な
）
け
ど
も
其
の
意
（
い
）
に
通
（
つ
う
）
ず
る
能
は
ず
、
策
（
む
ち
）
を
執
（
と
）
り
て
之
に
臨
（
の
ぞ
）
み
て
曰
（
い
）
は
く
、

「
天
下
（
て
ん
か
）
に
馬
無
（
な
）
し
」
と
。
嗚
呼
（
あ
あ
）
、
⑮

其
（
そ
）
れ
真
（
し
ん
）
に
馬
無
き
か
、
其
れ
真
に
馬
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

語
注
　
伯
楽＝

馬
の
よ
し
あ
し
を
見
分
け
る
名
人
。
も
と
は
天
馬
を
つ
か
さ
ど
る
星
の
名
で
、
の
ち
に
馬
を
見
分
け
る
の
が
上
手
な
人
（
春
秋
時
代
の
孫
陽
）
の
呼
び
名
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
　
千
里
の

馬＝

一
日
に
千
里
も
走
る
名
馬
。
　
奴
隷
人＝
身
分
の
低
い
使
用
人
。
こ
こ
で
は
馬
の
世
話
を
す
る
下
働
き
の
者
。
　
槽
櫪＝

か
い
ば
お
け
。
転
じ
て
馬
小
屋
。
　
駢
死＝

（
並
の
馬
と
）
首
を
並
べ
て
死
ぬ
こ

と
。
　
粟＝

穀
物
。
　
石＝

容
積
の
単
位
。
　
常
の
馬＝

ふ
つ
う
の
馬
。
並
の
馬
。
　
策＝

む
ち
。
ま
た
、
む
ち
で
打
つ
こ
と
。
　
材＝

才
能
。
　
※
こ
の
文
章
は
韓
愈
の
「
雑
説
」
四
編
の
う
ち
の
四
番
目
（
「
雑
説

四
」
）
で
、
「
馬
説
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
　
※
白
文
は
日
本
で
広
く
読
ま
れ
て
き
た
本
文
に
よ
っ
た
。
中
国
の
本
に
は
、
「
祇
」
を
「
只
」
「
衹
」
「
祗
」
と
書
く
も
の
、
「
邪
」
を
「
耶
」
と
書
く
も
の
、
「
天
下
無

良
馬
」
の
よ
う
に
「
良
」
の
字
が
あ
る
も
の
、
終
わ
り
の
「
也
」
を
「
邪
（
耶
）
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
　
※
「
馬
を
食
（
か
）
ふ
」
を
「
食
（
や
し
な
）
ふ
」
、
「
常
の
馬
」
を
「
常
馬
（
じ
や
う
ば
）
」
、
「
其

の
材
を
尽
く
す
能
は
ず
」
を
「
其
の
材
を
尽
く
さ
し
む
る
能
は
ず
」
、
「
世
に
伯
楽
有
り
て
、
」
を
「
世
に
伯
楽
有
り
、
」
、
「
間
（
か
ん
）
」
を
「
間
（
あ
ひ
だ
）
」
、
「
真
（
し
ん
）
に
」
を
「
真
（
ま
こ
と
）
に
」

と
読
む
本
が
あ
る
。
結
び
の
「
其
れ
真
に
馬
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
は
、
「
也
」
を
疑
問
の
「
か
」
と
読
ん
で
「
其
れ
真
に
馬
を
知
ら
ざ
る
か
」
と
す
る
教
科
書
も
あ
る
。
お
使
い
の
教
科
書
に
合
わ
せ
る
こ
と
。
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雑説

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
①
「
伯
楽
（
は
く
ら
く
）
」
と
は
、
も
と
も
と
ど
の
よ
う
な
人
の
こ
と
か
。
書
け
。

（
2
）
②
「
然
（
し
か
）
る
後
（
の
ち
）
に
」
の
意
味
を
書
け
。

（
3
）
④
「
祇
（
た
）
だ
奴
隷
人
（
ど
れ
い
じ
ん
）
の
手
（
て
）
に
辱
（
は
づ
か
し
）
め
ら
れ
」
の
「
祇
だ
」
の
意
味
を
書
け
。

（
4
）
⑤
「
駢
死
（
へ
ん
し
）
し
て
」
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑦
「
馬
を
食
（
か
）
ふ
者
」
の
「
食
」
の
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑧
「
食
（
し
よ
く
）
飽
（
あ
）
か
ざ
れ
ば
」
の
「
食
」
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
書
け
。
ま
た
、
⑦
の
「
食
」
と
の
ち
が
い
が
わ
か
る
よ
う
に
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑨
「
見
（
あ
ら
は
）
れ
ず
」
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
書
け
。
ま
た
、
意
味
も
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
13
）

（
8
）
③
「
常
に
は
有
ら
ず
」
は
何
と
い
う
句
法
か
。
意
味
も
書
け
。
ま
た
、
語
順
が
逆
の
「
常
不
有
（
常
に
有
ら
ず
）
」
と
の
ち
が
い
を
書
け
。

（
9
）
⑩
「
且
（
か
）
つ
」
の
「
且
」
は
、
別
の
文
で
は
再
読
文
字
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
再
読
文
字
の
と
き
の
読
み
方
と
意
味
を
書
け
。
ま
た
、
本
文
の
「
且
つ
」
の
意
味
を
書
け
。

（

10

）

⑪

「

得

（

う

）

べ

か

ら

ず

」

の

白

文

は

「

不

可

得

」

で

あ

る

。
「

不

可

〜

」

は

こ

こ

で

は

ど

の

よ

う

な

意

味

を

表

す

か

。

本

文

に

即

し

た

訳

も

あ

わ

せ

て

書

け

。

（
11
）
⑫
「
安
（
い
づ
）
く
ん
ぞ
其
の
能
の
千
里
な
る
を
求
（
も
と
）
め
ん
や
」
の
句
法
を
書
け
。
ま
た
、
「
安
く
ん
ぞ
〜
ん
や
」
の
意
味
を
書
け
。

（
12
）
⑬
「
其
の
道
（
み
ち
）
を
以
て
せ
ず
」
の
白
文
は
「
不
以
其
道
」
で
あ
る
。
書
き
下
し
文
に
し
た
が
っ
て
返
り
点
を
つ
け
よ
。

（
13
）
⑮
「
其
（
そ
）
れ
真
（
し
ん
）
に
馬
無
き
か
、
其
れ
真
に
馬
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
の
直
前
の
「
嗚
呼
（
あ
あ
）
」
は
、
ど
の
よ
う
な
用
法
の
語
か
。
ま
た
、
⑮
の
「
無
き
か
」
の
「
か
」
に
あ
た
る
白
文
の
字

を
書
き
、
そ
の
用
法
を
書
け
。
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雑説

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
14
〜
17
）

（
14
）
⑥
「
千
里
を
以
（
も
つ
）
て
称
（
し
よ
う
）
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
」
の
主
語
を
、
本
文
中
か
ら
二
字
で
抜
き
出
せ
。

（
15
）
⑬
「
其
の
道
（
み
ち
）
を
以
て
せ
ず
」
の
「
其
の
道
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
や
り
方
の
こ
と
か
。
「
其
」
が
指
す
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
書
け
。

（
16
）
⑭
「
之
に
鳴
（
な
）
け
ど
も
」
で
、
鳴
い
て
い
る
の
は
何
か
。
ま
た
、
そ
の
気
持
ち
を
理
解
で
き
な
い
の
は
誰
か
。
本
文
中
の
語
で
書
け
。

（
17

）

⑮

「

其

（

そ

）

れ

真

（

し

ん

）

に

馬

無

き

か

、

其

れ

真

に

馬

を

知

ら

ざ

る

な

り

」

と

あ

る

が

、
「

馬

を

知

ら

ざ

る

」

の

は

誰

か

。

本

文

中

か

ら

五

字

で

抜

き

出

せ

。

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
③
を
含
む
「
千
里
の
馬
は
常
に
有
れ
ど
も
、
伯
楽
は
常
に
は
有
ら
ず
。
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19

）

④

⑤

⑥

を

含

む

「

故

に

名

馬

有

り

と

雖

も

、

祇

だ

奴

隷

人

の

手

に

辱

め

ら

れ

、

槽

櫪

の

間

に

駢

死

し

て

、

千

里

を

以

て

称

せ

ら

れ

ざ

る

な

り

。
」

を

口

語

訳

せ

よ

。

（
20
）
⑩
⑪
⑫
を
含
む
「
且
つ
常
の
馬
と
等
し
か
ら
ん
と
欲
す
る
も
得
べ
か
ら
ず
、
安
く
ん
ぞ
其
の
能
の
千
里
な
る
を
求
め
ん
や
。
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑮
を
含
む
「
嗚
呼
、
其
れ
真
に
馬
無
き
か
、
其
れ
真
に
馬
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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雑説

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
25
）

（
22
）
②
「
然
（
し
か
）
る
後
（
の
ち
）
に
」
と
あ
る
が
、
千
里
の
馬
は
「
常
に
有
」
る
の
に
、
な
ぜ
作
者
は
「
伯
楽
が
い
て
初
め
て
千
里
の
馬
が
い
る
」
と
言
う
の
か
。
説
明
せ
よ
。

（

23

）

①

「

伯

楽

（

は

く

ら

く

）
」

と

、

本

文

の

「

千

里

の

馬

」

は

、

そ

れ

ぞ

れ

人

間

の

世

界

の

何

を

た

と

え

て

い

る

か

。

書

け

。

（

24

）

⑨

「

見

（

あ

ら

は

）

れ

ず

」

と

あ

る

が

、

千

里

の

馬

の

す

ぐ

れ

た

才

能

が

外

に

現

れ

な

い

の

は

な

ぜ

か

。

本

文

の

内

容

に

そ

っ

て

説

明

せ

よ

。

（
25
）
⑮
「
其
（
そ
）
れ
真
（
し
ん
）
に
馬
無
き
か
、
其
れ
真
に
馬
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
で
作
者
が
言
い
た
い
こ
と
を
、
⑦
「
馬
を
食
（
か
）
ふ
者
」
が
何
を
た
と
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し

て
、
五
十
字
以
内
で
書
け
。

Ｆ
　
文
学
史
・
思
想
（
26
〜
28
）

（
26
）
作
者
韓
愈
（
か
ん
ゆ
）
は
何
と
い
う
時
代
の
人
か
。
ま
た
、
韓
愈
を
ふ
く
む
、
唐
と
宋
の
時
代
の
代
表
的
な
文
章
家
八
人
を
ま
と
め
て
何
と
呼
ぶ
か
。
さ
ら
に
、
八
人
の
う
ち
韓
愈
の
ほ

か
の
唐
の
人
を
一
人
書
け
。

（
27
）
韓
愈
が
柳
宗
元
と
と
も
に
進
め
た
、
文
章
の
書
き
方
を
改
め
よ
う
と
す
る
動
き
を
何
と
い
う
か
。
ま
た
、
そ
の
動
き
は
ど
の
よ
う
な
文
章
に
反
対
し
、
ど
の
よ
う
な
文
章
を
手
本
に
し
よ

う
と
し
た
か
。

（
28

）
題
名
『
雑
説
』
の
「
説
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
文
章
の
こ
と
か
。
ま
た
、
同
じ
韓
愈
が
「
説
」
の
形
で
、
学
問
の
師
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
の
題
名
を
書
け
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶「常には有らず」は部分否定。「伯楽はいつもいるとは限らない」。「いつもいない」と訳すと即アウト。

白文「不常有」の「不」の位置と、書き下し文の「は」が目印。　❷「安くんぞ〜んや」は反語。「どうして求められようか、いや、求められな

い」まで訳す。読みは「食（か）ふ＝飼う」「食（しよく）＝えさ」「見（あらは）る＝現れる」の三つをセットで。　❸千里の馬＝すぐれた人

材、伯楽＝それを見抜く人。結び「其れ真に馬を知らざるなり」＝名馬がいないのではなく、見分けられないだけ。記述問題の答えはここに集

まります。
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